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Abstract
In this paper theUnit “FromKoinobori in Japan ToKoinobori in theWorld” : is developed to intend
to Koinobori activity as a global culture symbol. The contents of this unit is as follows.
The first small unit Koinobori as a traditional event in Japan (2 hours)
1st period The origin of Koinobori
2nd period The history of Koinobori
The second small unit Koinobori as a regional contribution in Japan (2 hours)
1st period Koinobori activities as a revitalization of local communities in Japan
2nd period Koinobori activities as a reconstruction of the community in Japan
The third small unit Koinobori as a international exchange of the World (2 hours)
1st period Koinobori activities as a global arts
2nd period Koinobori activities as a global culture symbol
This unit development is significant to be understood that Koinobori activities as traditional
culture develop to a global culture in the world.
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 はじめに
「日本の鯉のぼりから世界の鯉のぼりへ」の単元
開発は、2013年度大学共同研究「外国における日本
の『伝統と文化』に関する教育の調査研究」の一環
としてなされるものである。この研究は、次のよう
な教育動向と課題を踏まえている。周知のように戦
後日本の教育方針を定めていた教育基本法が、これ
までの教育の現状と21世紀の教育理念に基づいて
2006年12月に改正された。そして、「我が国の伝統
と文化を基盤として国際社会を生きる日本人の育
成」の教育目標が明記され、わが国の学校教育にお
いて「伝統と文化」に関する教育の具体化が切実な
課題となっている。このような教育動向において、
「伝統と文化」を基盤とする日本人の育成という自
国のアイデンティティー形成が強化されると偏狭な
自国中心主義の教育に陥る。しかし、自国のアイデ
ンティティー形成なしに国際社会への関与を図る教
育は難しい。このジレンマの対応が、「伝統と文化」
に関する教育の課題である。
この課題に対して、筆者は戦後の日本社会の変化
と世界の国々の国際化を背景に日本における「伝統
と文化」に関する教育研究に取り組んできている。
しかし、これまでの研究は国内における実践研究に
重点がおかれてきたので、国外における日本の「伝
統と文化」に関する文化の理解と発信を図る実践研
究も必要とされる。その為、今年度の共同研究で
は、国外における日本の「伝統と文化」に関する教
育の調査と授業開発の研究に着手することになっ
た。
本小論では、2011年月11日に発生した東日本大
震災をきっかけに着目をした「鯉のぼり」を教材と
して、日本の伝統行事としての「鯉のぼり」活動を
グローバル文化シンボルとして世界の鯉のぼり活動
へと文化創造を図る単元を開発する。
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 ｢日本の鯉のぼりから世界の鯉のぼり
へ」の単元開発の経緯
「鯉のぼり」の単元開発の動機は、「和文化教育研
究交流協会」（2013年月から「和文化教育学会」
として名称変更。以下、学会と称す。）が、2011年
月11日に発生した東日本大震災の復興を意図して
始めた「天空へ向けて舞い揚げよう『鯉のぼり』活
動」にある。東日本大震災は、日本社会における未
曽有の危機状況を生み出すと共に、私たちに自己の
生き方、社会のあり方、国家の役割、世界との関係
を覚醒させた歴史的事件だと言える。このような日
本社会の危機状況に対して、2005年月から「和文
化の風を学校に」の願いをもって活動してきた学会
は、和文化の意義とその教育の役割を問うことが課
題であると判断した。この課題に対する試みとし
て、学会は2011年月日から日本の伝統行事であ
る
月
日の「こどもの日」前後に掲揚される「鯉
のぼり」を各地域の学校園等において東日本の地域
復興と子供たちの活力創生を祈念するために「天空
へ向けて舞い揚げよう『鯉のぼり』活動」の企画を
開始した。
第	の理由は、「鯉のぼり」活動が社会の危機状
況に直面している人々の心を高揚し、人々の絆を強
める文化価値を有するからである。「鯉のぼり」の
鯉は黄河の竜門の滝をさかのぼり、さらには天空ま
で舞い上がって龍に変身したという中国の伝説（後
漢書）を受け、日本では人生の困難を乗り越えて夢
を実現する勇気の象徴とされている。その意味で
は、この活動は、この度の東日本大震災による悲惨
な現実に対して立ち向かう人々の生き方とこれから
の地域社会の復興と創造に活力を生み出す上で重要
な役割を遂行できる。さらに、これからの地域社会
を担う子供たちにとっては、厳しい諸問題によって
閉塞されがちな状況に未来への一筋の光線を発する
活動になると期待できる。
第の理由は、「鯉のぼり」活動が世界の子ども
の健やかな成長を祈念する文化創造の継続的活動と
して世界的な活動意義を有するからである。この魁
としてフランス在住の服部祐子氏（パリ日仏文化セ
ンター「エスパスハットリ」館長）が「日本の子ど
もの日」から「世界の子どもの日」として世界の子
どもの健やかな成長と世界の平和を祈願され、2001
年よりフランス国内にて実施されてきた「Koi
Nobori‒Fete des enfants du monde」の活動がある。
この活動では、服部氏が「21世紀を担う世界の子ど
も達の明るい将来を願う人道的、文化的事業」とし
て、「日本の子供の日」が「世界の子どもの日」に
なることを意図してユネスコ本部の支援を受けて実
施している。そして、パリ市内とフランス地方都市
にて「鯉のぼり」を掲揚し、日本文化の紹介と国際
交流の様々な活動を行っている。このような毎年の
活動を通して「Koi Nobori」の言葉が、フランスで
は「平和」の合言葉となり、国際的祭典として知ら
れるようになってきている。また、この度の東日本
大震災に際して、フランスの青空で泳いでいた「鯉
のぼり」に応援メッセージを添えて、「未来の夢の
社会」の建設に向けて日本の力を生みだすことを呼
びかけ、救済活動もされている。その意味では、「鯉
のぼり」は国内における伝統行事や地域イベントと
しての活動だけでなく、世界における文化交流と文
化創造としても意義ある活動になると期待できる。
このような理由から学会は、「鯉のぼり」活動の
文化的価値を世界的視野も考慮して発信し、服部祐
子氏が提唱されている「鯉のぼり・世界の子どもの
日」の実現を意図する文化創造の活動として継続的
に取り組んでいる。さらに、この「鯉のぼり」活動
の目的を踏まえて、この度の東日本大震災によって
地域社会が消滅した危機的状況に対して、地域全体
が人々の絆を強め、地域社会の再建を図り、新たな
地域文化の創造を行う必要がある。そして、これか
らの地域社会の創造とその役割を担う子どもたちの
活力創生を祈念して、国内外の多くの学校園等で
「鯉のぼり」活動を推進する協力を依頼した。
この協力依頼に対して兵庫県では加東市と姫路市
における教育委員会と学校園、広島県東広島市にお
ける教育委員会と学校園、静岡県島田市における教
育委員会と学校園、東京都の世田谷区と武蔵村山市
における教育委員会と学校、沖縄県石垣市教育委員
会などからの活動協力の申し出を受けた。さらに、
中国では協力依頼の呼び掛け文を中国語に訳し、イ
ンターネットによって発進もされ、上海市と北京市
における大学と学校からも支援協力の連絡があっ
た。
このような「天空へ向けて舞い揚げよう『鯉のぼ
り』活動」を踏まえながら2013年度から関西学院大
学の共同研究として「外国における日本の『伝統と
文化』に関する教育の調査研究」に着手した。本研
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究の具体的目的としては、米国、仏国、中国、韓国
における言語、社会、美術の教科に関する教育を研
究対象として、各国におけるモデル学校を事例に教
育課程、教科書、授業実践の調査研究と授業研究の
方法に基づき、次の事項を具体的に設定してい
る。
①各国における「伝統と文化」に関する教育の教育
課程と教科書に関するリソース収集とそれらの
データを既に開発しているデータベースに蓄積
し、「伝統と文化」に関する教育の基盤を構築す
る。
②各国における「伝統と文化」に関する教育の教育
課程と教科書（言語、社会、美術）に関するリソー
スに基づいて日本に関する教育内容を概査し、特
に日本の「伝統と文化」に関する教育内容を調査
する。調査結果を踏まえて各国における日本の
「伝統と文化」に関する教育内容の特性と課題を
解明する。
③各国のモデル学校における日本の「伝統と文化」
に関する授業実践を撮影し、デジタル映像記録を
作成する。さらに、授業実践の授業内容と授業方
法の規則性を解明する。
④日本の「伝統と文化」に関するモデル授業を開発
し、各国のモデル学校において授業を実践する。
そして、外国における日本の「伝統と文化」に関
するモデル授業実践の授業内容と授業方法の規則
性を検証する。
⑤日本の「伝統と文化」に関する教育課程と授業実
践の研究成果を国内外の研究者と教育者による研
究交流を実施する。
⑥日本の「伝統と文化」に関するモデル授業実践の
指導書を開発する。さらに、開発指導書の外国語
翻訳版も開発する。
本小論では、上述の研究目的の中で④の日本の
「伝統と文化」に関する開発モデル授業を紹介する。
単元名は「日本の鯉のぼりから世界の鯉のぼりへ」
（時間）であり、単元指導計画は、次のようになっ
ている。
第	次 日本の伝統行事としての鯉のぼり
（時間)
第	時 日本の鯉のぼりの故事
第時 日本の鯉のぼりの歴史
第次 日本の地域貢献としての鯉のぼり
（時間）
第	時 地域社会の活性化としての鯉のぼり
活動
第時 地域社会の復興としての鯉のぼり活動
第次 世界の国際交流としての鯉のぼり
（時間）
第	時 グローバルアートとしての鯉のぼり
活動
第時 グローバル文化シンボルとしての鯉
のぼり活動
 ｢日本の鯉のぼりから世界の鯉のぼり
へ」の単元内容
（）「第次 日本の伝統行事としての鯉のぼり」
の内容
第	次の内容は、「第	時 日本の鯉のぼりの故
事」と「第時 日本の鯉のぼりの歴史」の時間
構成になっている。
「第時 日本の鯉のぼりの故事」の授業は次の
ねらいになっている。「鯉のぼりの行事は、中国の
『後漢書』党錮伝にて記載されている鯉の滝登りの
故事に起因することを理解する」。授業展開は次の
ようになっている。導入では、「こいのぼり」の音
楽を聴かせ、「こいのぼり」の唄を歌う。「やねより
たかい こいのぼり。おおきいまごいは おとうさ
ま。ちいさいひごいは こどもたち。おもしろそう
に およいでる。やねよりたかい こいのぼり。お
おきいまごいは おとうさん。ちいさいひごいは
こどもたち。おもしろそうに およいでる。」（作
詞：近藤宮子、作曲：小出浩平）さらに、実物の真
鯉と緋鯉の鯉のぼりを提示し、鯉のぼりが掲揚され
ている写真も掲示する。そして、「池の中で泳いで
いる鯉が、なぜ空に鯉のぼりとして泳ぐのだろう
か」の本時の学習問題を設定する。
展開では、学習問題についての子どもたちの考え
を話し合う。そして、鯉が空を泳ぐようになった理
由を考察する手がかりとして次の「鯉のぼり」の童
謡を紹介する。「	．甍（いらか）の波と雲の波、
重なる波の中空（なかぞら）を、橘（たちばな）か
おる朝風に、高く泳ぐや、鯉のぼり。．開ける広
き其の口に、舟をも呑（の）まん様見えて、ゆたか
に振（ふる）う尾鰭（おひれ）には、物に動ぜぬ姿
あり。．百瀬（ももせ）の滝を登りなば、忽（た
ちま）ち竜になりぬべき、わが身に似よや男子（お
のこご）と、空に躍るや鯉のぼり。」（作詞：不詳、
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作曲：弘田龍太郎）そして、	番の歌詞では鯉のぼ
りが高く泳いでいる様、番の歌詞では鯉のぼりの
泳ぐ様子、番の歌詞では鯉が龍になって空に躍っ
ている様子が歌われていることを理解する。この
番「鯉の滝登り」の内容が、『後漢書』の登龍門の
故事に関連することを次の文献資料によって確かめ
る｡1)
是時朝廷日亂、綱紀頽地、膺獨持風栽、以聲名自
高。士有被其容接者、名為登龍門。是（こ）の時朝
廷日に亂（みだ）れ、綱紀（こうき）地に頽（お）
ち、膺（よう）獨（ひと）り風栽（ふうさい）を持
し、聲名（せいめい）を以て自（みずか）ら高くす。
士其（そ）の容接を被（こうむ）る者有らば、名づ
けて龍門に登ると為（な）す。【後漢書・黨錮列伝・
李膺伝】
（現代語訳）当時、朝廷は日に日に乱れ、綱紀（こ
うき）が頽廃（たいはい）している中で、ただ李膺
（りよう）だけが品格を保ち、自らの声望に相応し
い品位を保つよう努めていた。士（し）で李膺と交
際ができるようになった者がいると、「龍門に登っ
た」と言われた。
河津一名龍門、水險不通、魚鼈之屬莫能上、江海
大魚薄集龍門下數千、不得上、上則為龍也。河津
（かしん）、一名龍門、水險（けわ）しく通ぜず、魚
鼈（ぎょべつ）の屬（たぐい）能（よ）く上（のぼ）
るもの莫（な）し、江海の大魚龍門の下に薄（せま）
り集（つど）うもの數千、上るを得ず、上れば則（す
なわ）ち龍と為（な）る。注引【三秦記】
（現代語訳）河津（かしん）は一名を龍門とも言
い、凄まじい急流で、魚やすっぽんのたぐいでそこ
を登る事ができるものはない。川や海の大魚が数千
匹もこの龍門の下に群がって来るが、登りきれるも
のはなく、もし登りきれたならば、その魚は変じて
龍となるのだ。
この『後漢書』の李膺伝の注において龍門は魚が
登り切れない関門の場所であることが読み取れる。
そして、鯉とは記載されていないのであるが、登れ
た魚は龍になることが記載されている。この資料に
基づいて鯉のぼり活動が、「登流門」の故事に起因
することを理解する。まとめでは、艱難辛苦を克服
して立身出世や夢を実現する生き方を象徴する意味
が込められて、鯉のぼりが掲揚されてきたことを確
認して、次時の「鯉のぼりの歴史」に関する調査課
題を提示する。
「第時 日本の鯉のぼりの歴史」の授業は次の
ねらいになっている。「鯉のぼりがわが国における
伝統行事としていつから始まり、どのように発展し
てきたかを理解する」。授業展開は､次のようになっ
ている。導入では、歌川広重「名所江戸百景」の「水
道橋駿河台」（写真	）の鯉のぼりが描かれている
浮世絵を提示する｡2) そして、「鯉のぼりがどのよ
うに描かれているのか」「鯉のぼりがどのぐらい掲
揚されているのか」「いつ頃の時代なのか」「描かれ
ている場所はどこなのか」「季節はいつ頃なのか」
などの問いをてがかりに、本時の鯉のぼりの歴史に
ついての興味関心を引き出す。これらの問いの中
で、この鯉のぼりが歌川広重の作品で江戸時代に描
かれたものであることを確認して、「鯉のぼりは､い
つ頃から始まり、どのように進展してきたのか」の
本時の学習問題を設定する。
展開では、学習問題について子どもたちの調査活
動がなされる。鯉のぼりが掲揚されてきたのは江戸
時代になってからであるが、「鯉のぼり」が奈良時
代からなされている「端午の節句」に起源があるこ
とを確認して、鯉のぼりの歴史を古代から現代まで
の時代に応じて子どもたちの調査を推進する。各時
代における「鯉のぼり」に関連する歴史内容は次の
事項である｡3)
教育学論究 第
号 2 0 1 3
【T：】Edianserver ／【関西学院】／教育学論究／第 5号／
中村 哲  校
98
1）http://www23.tok2.com/home/rainy/seigo‒toryumon.htm故事成語で見る中国史
2）歌川広重 名所江戸百景 水道橋駿河台 （写真	）
3）鯉のぼりの歴史については次の文献およびホームページを参考にした。
所功『日本の祝祭日』PHP研究所 1986年月
http://ja.wikipedia.org/wiki/ フリー百科事典『ウィキペディア』
http://www.j‒pca.net/locality/history/kazo/index2.html こいのぼりの歴史
http://koinobori.prefer.jp/yurai.html 人形のmonoギフト 鯉のぼりの由来
写真
奈良・平安時代では、「端午の節句」に菖蒲やよ
もぎなどの植物によって邪気を祓うことによって無
病息災を祈る宮廷行事が行われた。例えば、軒に菖
蒲やよもぎを挿したり、冠に菖蒲を飾ったり、菖蒲
の葉で薬玉を作って柱に下げたりしたのである。鎌
倉時代では、菖蒲を尚武と解し、特に武家では男児
の立身出世と武運長久を願い､兜や太刀を贈るよう
になった。さらに、室町時代では丸太や棒の先に招
代（おきしろ）などの神様を呼び寄せる目印を付け
た幟を立てるようになった。また、民間においては
菖蒲湯、菖蒲酒、菖蒲枕などの風習が盛んになされ
た。江戸時代には、将軍家を含めて武士たちが世継
ぎの子どもの重要な行事として武者のぼりや作り物
の槍、薙刀、兜などを立てて盛大な行事をおこなっ
た。また、民間においても男子誕生を祝う作り兜や
武者絵などの幟を立てたりした。江戸時代中期にお
いて武士の幟に対して商人らが吹流しを掲揚するよ
うになり、吹流しに鯉の滝登りなど絵が描かれた。
そして、「江戸っ子は皐月の鯉の吹流し」（「口を大
きくあけているが腹の中は空であるところから》心
がさっぱりとしていてわだかまりのないこと。ま
た、口先だけで胆力のないこと。」）という川柳が詠
まれた。この頃に､導入で提示した歌川広重の「水
道橋駿河台」の鯉のぼりの風景が見られてきた。明
治時代には真鯉の黒色の鯉のぼりだけでなく、緋鯉
などの色も作られた。さらに、明治10年に「お雇い
外国人」として来日し、考古学や動物学ともに当時
の日本人の生活を紹介したモースのコレクションに
おいて鯉のぼりのある通りの写真では民家の各家前
に色とりどりの鯉のぼりが掲揚されている。昭和時
代においては、戦後の日本の発展を期して開催され
た東京オリンピックにおいて
色の鯉のぼりが作ら
れた。まとめでは、展開における鯉のぼりの歴史を
概観して、現在における鯉のぼりの活用と意義を次
時に取り扱うことを知らせる。
（）「第次 日本の地域貢献としての鯉のぼり」
の内容
第次の内容は、「第	時 地域社会の活性化と
しての鯉のぼり活動」と「第時 地域社会の復興
としての鯉のぼり活動」の時間構成になってい
る。
「第時 地域社会の活性化としての鯉のぼり活
動」の授業は次のねらいになっている。「日本の各
地では、個々の家の伝統行事としての鯉のぼり活動
が地域の人々の連帯意識の形成や地域観光の企画と
して行われていることを理解する」。授業展開は、
次のようになっている。導入では、地域の建物、公
園、河、谷などに数多くの鯉のぼりが掲揚されてい
る写真を提示して、「日本の各地では、どのような
目的で、どのように鯉のぼり活動が行われているの
か」という学習問題を設定する。
展開では子どもたちがインターネットの活用に
よって、全国でなされている「鯉のぼり活動」の事
例を調べる。次に、グループに分かれ、各自が調べ
た「鯉のぼり活動」の事例を紹介し合う。例えば、
日本各地でなされている「鯉のぼり活動」は、月
下旬から
月下旬に東京タワーを含めて北海道洞爺
湖町、秋田県由利本庄市、岩手県北上市、岩手県雫
石町、宮城県登米市、宮城県白石市、福島県白河市、
福島県伊達市、群馬県館林市、栃木県宇都宮市、茨
城県常陸太田市、埼玉県加須市、千葉県市川市、静
岡県熱海市、静岡県裾野市、石川県金沢市、石川県
珠洲市、岐阜県垂井町、福井県勝山市、岡山県赤磐
市、広島県呉市、広島県廿日市市、徳島県三好市、
徳島県阿南市、高知県いの町、高知県四万十町、熊
本県小国町、沖縄県糸満市など全国各地で実施され
ている。これらの活動事例を参考に、各グループで
は各自が調べた「鯉のぼり活動」の目的を検討し、
各地では伝統行事や観光行事として実施され、災害
時には復興の願いを込めて行われてきたことを確認
する。さらに、これらの地域では、伝統産業として
鯉のぼり生産をしている全国でも有名な地域もある
ことを理解する。
例えば、鯉のぼり生産量が全国一位である埼玉県
加須市での鯉のぼり生産と鯉のぼり活動の様子を調
べる。加須市での鯉のぼりは、全長が約100メート
ルの「ジャンボこいのぼり」が昭和63年から
月
日に掲揚されている。この「ジャンボこいのぼり」
（写真）を示して、「加須市ではなぜジャンボこい
のぼりが遊泳するようになったのか」という学習問
題を設定してグループ学習を始める。その理由とし
「日本の鯉のぼりから世界の鯉のぼりへ」の単元開発
【T：】Edianserver ／【関西学院】／教育学論究／第 5号／
中村 哲  校
99
http://ehehe8625.blog123.fc2.com/blog‒entry‒69.html えへへへの知恵袋
『モースの見た日本』 小学館 1988年
月
ては、以下の事項が指摘される｡4)
・加須市では明治初期から傘や提灯を作っていた職
人が、副業として和紙を材料にして鯉のぼりを作
るようになった。
・大正12年の関東大震災によって東京での鯉のぼり
生産が減少し、品質のよい加須の鯉のぼりが全国
的に注目されるようになった。
・加須市では年間50万本の鯉のぼりを作る全国一の
生産地である。
・昭和62年開催の埼玉博覧会を機に加須青年会議所
が、「こいのぼりによるまちおこしをしょう」と
市民に呼びかけて、延べ4000人の市民の協力に
よって作成した「ジャンボこいのぼり」を市民運
動場で泳がせた。
・埼玉博覧会終了後に「ジャンボこいのぼり」は、
加須市に移管され、毎年
月日に開催されてい
る市民平和際の行事として利根川河川敷緑地公園
にて遊泳されるようになった。
・｢ジャンボこいのぼり」は、平成10年にはハワイ
や平成18年にはサッカーワールドカップドイツ大
会の日本代表初戦地のカイザースラウテルにて掲
揚された。
このように加須市では明治時代からの鯉のぼり生
産地であり、その鯉のぼりを活用して、市民による
町おこしが「ジャンボこいのぼり」の開催に関連し
ていること、さらに国内だけでなく世界でも市民平
和を祈念して掲揚されていることを理解する。まと
めでは、各グループは学習問題についての調査内容
を模造紙にまとめる。
「第時 地域社会の復興としての鯉のぼり活動」
のねらいは、「これまで伝統行事として行われてき
た鯉のぼり活動が、社会の危機状況に対してどのよ
うな意義があるのか」という社会的危機状況におけ
る日本の伝統文化の意義を理解するところにある。
授業展開は、次のようになっている。導入では、
2011年3月11日に発生した東日本大震災に対して、
「和文化教育研究交流協会」が呼び掛けた「天空に
向けて舞い揚げよう『鯉のぼり』活動協力のお願い」
の資料5)を提示する。そして、「天空に向けて舞い
揚げよう『鯉のぼり』活動はどのような意図でなさ
れ、どのように活動が展開されてきたのか」を学習
問題として設定する。
天空へ向けて舞い揚げよう「鯉のぼり」活動協力のお願い
和文化教育研究交流協会会長 山折 哲雄
平成23（2011）年月11日に発生した東日本大震災は、
日本社会における未曽有の危機状況を生み出すと共に、
私たちに自己の生き方、社会のあり方、国家の役割、世
界との関係を覚醒させた歴史的事件だと言えます。平成
17（2005）年月から「和文化の風を学校に」の願いを
もって活動しています和文化教育研究交流協会としまし
ては、このような日本社会の危機状況において和文化が
どのような役割を有し、意義があるかを問うことが課題
であると考えます。
この課題に対する試みとして、月日から私どもの
協会は伝統文化の行事として
月
日の「こどもの日」
前後に掲揚される「鯉のぼり」を各地域の学校園等にお
いて東日本の地域復興と子供たちの活力創生を祈念して
掲揚する企画に取り組んでいます。「鯉のぼり」は、鯉が
黄河の竜門の滝をさかのぼり、さらには天空まで舞い上
がって龍に変身したという中国の伝説（後漢書）を受け、
日本では、人生の逆流に耐え、困難を乗り越えて夢を実
現する勇気の象徴とされています。その意味では、「鯉の
ぼり」は、この度の東日本大震災による悲惨な現実に対
して立ち向かう人々の生き方とこれからの地域社会の復
興と創造に活力を生み出す活動であると言えます。この
企画の魁として広島県東広島市では市内の幼小中52校園
が「鯉のぼり」を掲揚するために、絵手紙、切り絵、水
墨画、邦楽演奏などの和文化学習を展開しています。静
岡県島田市においても市内27校が
月日から
日まで
校庭に「鯉のぼり」掲げると共に、大井川に「鯉のぼり」
を泳がせることも構想しています。東京都武蔵村山市で
教育学論究 第
号 2 0 1 3
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4）http://www.mapbinder.com/Map/Japan/Saitama/KazoShi/Koinobori.html
加須市ジャンボこいのぼり （写真）
5）http://30.pro.tok2.com/〜wabunka/sonota.html 和文化教育学会
写真
は伝統・文化理解教育推進校において地域の人々と一緒
に「鯉のぼり」を掲揚するとともに、ラオスとベトナム
の小学校との国際交流を企画しています。また、フラン
ス在住の服部祐子さん（パリ日仏文化センター「エスパ
スハットリ」館長）が「日本の子どもの日」から「世界
の子どもの日」として世界の子どもたちの健やかな成長
と世界の平和を祈願され、2001年よりフランス国内にて
実施されてきた「Koi Nobori‒Fete des enfants du monde」
の活動とも連携を図り、フランスからの「鯉のぼり」も
掲揚する企画に着手しています。
このような「鯉のぼり」活動は、これまでにも諸団体
および諸地域において数多くなされてきています。阪神・
淡路大震災の時には「復興鯉のぼり」として「神戸復興
へ 鯉の谷わたし。明日に向かって挫けずに元気に泳げ
鯉のぼり！」の標語と共に神戸市内の避難所に掲げられ
ました。現在でも宮城県石巻市立青葉中学校のグランド
に神戸から送られた手作り「鯉のぼり」が掲揚されてい
ます。岩手県陸前高田市立の第一中学校でも「がんばれ
岩手」と書かれた「鯉のぼり」が掲げられています。岡
山県和気町「徳永こいのぼり」は、宮城・福島・岩手の
県に応援メッセージを記載した鯉のぼりを贈られたと
のことです。埼玉県加須市に避難されている福島県双葉
町の人々は、加須の「鯉のぼり」を避難所に掲揚してい
ます。兵庫教育大学が立地する兵庫県加東市では特産の
「鯉のぼり」に激励メッセージを記載して作業用トラック
と一緒に宮城県に寄贈しています。さらに、市内の小中
高大の学校が「復興応援こいのぼり」を作成し、「鯉のぼ
り」活動を推進しています。
「鯉のぼり」のイベントは、東京タワーを含めて北海道
洞爺湖町、秋田県由利本庄市、群馬県館林市、栃木県宇
都宮市、茨城県常陸太田市、埼玉県加須市、千葉県市川市、
静岡県熱海市、静岡県裾野市、石川県金沢市、石川県珠
洲市、岐阜県垂井町、福井県勝山市、岡山県赤磐市、広
島県呉市、広島県廿日市市、徳島県三好市、徳島県阿南市、
高知県いの町、高知県四万十町、熊本県小国町、沖縄県
糸満市など全国各地で実施されています。東北地方でも
岩手県北上市、岩手県雫石町、宮城県登米市、宮城県白
石市、福島県白河市、福島県伊達市などにて行われてい
ました。
これらの「鯉のぼり」の活動は、主に各地の伝統行事
や観光行事として実施され、災害時には復興の願いを込
めて行われてきました。しかし、これらは活動目的の共
有化を図れないままに個別に実施されているので、国内
の「鯉のぼり」活動が連携して危機状況における文化的
価値の構築、これからの社会を担う世界の子どもたちの
健やかな成長、世界平和を希求する取り組みに発展し難
いところがありました。私どもの協会は、「鯉のぼり」活
動の文化的価値を世界的視野も考慮して発信し、服部祐
子さんが提唱されている「鯉のぼり・世界の子どもの日」
の実現を意図する文化創造の活動として継続的に取り組
むことを考えています。
このような「鯉のぼり」活動の目的を踏まえて、この
度の東日本大震災によって地域社会が消滅したと言える
危機的状況に対して、地域全体が人々の絆を強め、地域
社会の再建を図り、新たな地域文化の創造を行う必要が
あります。そして、これからの地域社会の創造とその役
割を担う子どもたちの活力創生を祈念して、国内外の多
くの学校園等で天空へ向けて舞い上げよう「鯉のぼり」
活動を推進している次第です。
私どもの協会活動の趣旨にご賛同下さり、「鯉のぼり・
世界の子どもの日）」活動にご協力下さいますようお願い
を申し上げます。なお、ご協力をいただける学校園等に
おかれましては、下記の対応をよろしくお願いを申し上
げます。
記
①活動趣旨に賛同をしていただける個人、学校園、諸団
体、組織・機関等の名前と代表者名を早急に事務局へ
メールでご連絡して下さい。
②本年の
月
日前後に「鯉のぼり」の掲揚と関連活動
を各地域において実施して下さい。その活動の様子を
撮影し、
月31日までに事務局へメールで写真（枚
以内）を送付して下さい。なお、送付写真につきまし
ては、訪問する被災地の関係者の方々に紹介いたしま
す。また、協会のホームページと紀要にも掲載いたし
ます。
③送付写真以外の活動資料等は、
月31日までに郵便等
で事務局へ送付して下さい。
④｢鯉のぼり」活動協力をお願いできる方々に紹介して下
さい。
展開では、導入にて提示されたこの呼び掛け資料
から活動の趣旨を理解し、その際にこの鯉のぼり活
動がどのようになされたかをインターネット活用に
よってグループになって調べる。実施された「鯉の
ぼり」活動としては、協会が地域との連携を図り、
実施した活動と協会の呼び掛けに賛同され地域の教
育委員会と学校が自主的に実施した活動に大別でき
る。前者の例が、①宮城県南三陸町・石巻市におけ
「日本の鯉のぼりから世界の鯉のぼりへ」の単元開発
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る「鯉のぼり」活動と②兵庫県加東市における学校
での「鯉のぼり」活動である。後者の例が、③東広
島市と島田市における学校での「鯉のぼり」活動、
④東京都世田谷区と西宮市における「鯉のぼり」活
動、⑤中国上海市と北京市における学校での「鯉の
ぼり」活動、⑥ベトナム・ラオスにおける学校での
「鯉のぼり」活動である。各活動の内容と意義は、
次のように指摘できる。なお、紙面の都合上、前者
の例として、宮城県南三陸町・石巻市における「鯉
のぼり」活動を取り上げる。後者の例として、ベト
ナム・ラオスにおける学校での「鯉のぼり」活動を
示す｡6)
・宮城県南三陸町・石巻市における「鯉のぼり」
活動
この活動は、被災地にて「鯉のぼり」を掲揚すること
を意図して実施された。訪問地についてはフランスでの
服部氏の「鯉のぼり」活動を支援されていた仙台市在住
の方の紹介によって南三陸町になった。佐藤仁町長が町
として「鯉のぼり」活動を受け入れてくれたのである。
協会の代表者が
月
日の午前時半に仙台駅前から支
援者の車で、三陸自動車道を利用し登米市まで行き、国
道398号によって志津川湾に面する中心街に入った。その
際に国道の谷あいの道をぬけると眼前には崩壊した町の
残骸が広がっていただけであった。特に、町長を始め職
員の方々も屋上に避難していた「防災対策庁舎」も津波
によって鉄骨のみになっていた。ここでは屋上に逃れて
いた約30名の内、生存者が町長を含めて!名。また、
階にて防災無線によって住民の避難を呼び掛けていた危
機管理課職員の遠藤美希さんも亡くなったところでもあ
る。庁舎前にて亡くなられた方々への哀悼の献花を行い、
加東市からの「鯉のぼり」も掲揚した。
その後、仮庁舎と避難所の「ベイサイドアリーナ」に
て佐藤仁町長にフランスと加東市からの「鯉のぼり」を
贈呈し、アリーナの掲揚台にて避難者の方々と一緒に「鯉
のぼり」を掲揚した。さらに、加東市からの「鯉のぼり」
ついては、避難者の子どもたちに配布した。中にはその
「鯉のぼり」を短いポールに巻き付けて泳がす子どもも見
られた。なお、服部氏からの応援メッセージとフランス
での「鯉のぼり」活動に関する写真は避難所の掲示版に
掲示された。数日後、担当職員の方から「悠々と空を泳
ぐ鯉のぼりは子供達にも大変人気で、いまだに掲揚させ
て頂いております」のメールを受け取った。その意味で
は、「鯉のぼり」活動は悲惨な現実に対して立ち向かう
人々の生き方とこれからの地域社会の復興と創造に活力
を生み出す上で重要な役割を果たしたと言える。

月日には石巻市を訪問し、特にこの度の大震災に
おいてもっとも悲惨な被害を被った大川小学校を弔問し
た。ここでは全校児童108人の内、約割の子どもたちが
死亡（56名）し、行方不明（18名）になった。また、教
職員の方々も約"割（10名）の方々が死亡され、行方不
明になっている。学校の場にて尊い子どもたちと教職員
の方々が命を失う事実は、学校に関係する方々にとって
は悲しみの涙が岩を貫くほどの思いを抱く被害である。
大川小学校を訪問した時には、多くの献花がなされ、「鯉
のぼり」も掲揚されていた。保護者の方が前日の子ども
の日に掲揚したものと思われた。学校関係者としてこの
悲劇の学校のことを肝に命じ、子どもたちと教職員のご
冥福を祈るために、持参した「鯉のぼり」も掲揚した。
その際に、「鯉のぼり」は天空に旅立たれた人々への哀悼
と共に生存している人々の天空への希望も象徴するもの
であると確信した。その意味では、「鯉のぼり」活動の新
たな価値を再発見したと言える。
・ベトナム・ラオスにおける学校での「鯉のぼり」
活動
東京都武蔵村山市は東京都における日本の伝統・文化
理解推進モデル地域であり、「小中連携して取り組む我が
国と郷土を愛する態度を育てる授業づくり」の研究に取
り組んでいる。さらに、日本の伝統・文化教育を踏まえ
て国際理解教育にも力を入れている。このような教育を
推進するために教員の海外研修を実施している。昨年度
の海外研修として、第八小学校の牧一彦校長、第十小学
校の榊尚信校長、アジア教育友好協会の長谷川洋理事長
がベトナムとラオスの学校を月27日から
月
日まで
の期間で訪問された。その際に、協会の呼び掛けに賛同
された持田浩志教育長から「復興鯉のぼり」活動も依頼
された。ベトナムではチャビン省にある校を訪問し、
「鯉のぼり」の寄せ書き依頼と日本文化の紹介を行った。
ラオスでは10校を訪問し、同様に「鯉のぼり」の寄せ書
き依頼と日本文化の紹介を行った。これらの学校の中に
は、武蔵村山市内の学校が協力していたワンコインスクー
ル・プロジェクトによって建設されたつの学校（サラ
ワン郡ポンタン小、サラワン郡チャンヌア小）もある。
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6）中村哲「社会的危機状況における『伝統と文化』の意義〜天空に向けて舞い揚げよう鯉のぼり活動をてがかりに〜」
人間教育研究協議会編『教育フォーラム50 〈やる気〉を引き出す・〈やる気〉を育てる』 金子書房 2012年12月
さらに、ラオガム郡ドンニャイ中学校は、福島県飯舘村
の支援によって建設された学校である。これまでの日本
の支援による学校建設もあり、これらの学校においては
「鯉のぼり」の活動協力だけでなく、義援金も託された。
このようなベトナム・ラオスの学校視察後、両校では
東北の被災地である飯舘村への支援活動を実施した。両
校とも全校生が、ベトナム・ラオスから持ち帰った「鯉
のぼり」への寄せ書きとメッセージカードを作成した。
持田教育長を含めた両校の校長名が飯舘村の草野小、
飯樋小、臼石小の校が仮校舎としている川俣町立川俣
中学校を訪問し、飯舘村の子どもたちにベトナム・ラオ
スと両校からの激励メッセージと「鯉のぼり」を贈呈し
た。飯舘村の子どもたちは、これらの「鯉のぼり」とメッ
セージカード等を見たり、読んだりして笑顔があふれた
とのことである。このように「鯉のぼり」が武蔵村山市
の学校からベトナム・ラオスの学校の青空を泳ぎ、被災
地である飯舘村の学校まで泳ぎ切ったのである。その意
味では、「鯉のぼり」活動は、国や地域を越えて人々の思
いと絆を形成するものであると言える。
まとめでは、これらの活動の内容と意義を踏まえ
て、自分たちも鯉のぼり活動への参加方法について
話し合い、その鯉のぼりの作成を課題とする。
（）「第次 世界の国際交流としての鯉のぼり」
の内容
第次の内容は、「第	時 グローバルアートと
しての鯉のぼり活動」と「第時 グローバル文化
シンボルとしての鯉のぼり活動」の時間構成に
なっている。
「第時 グローバルアートとしての鯉のぼり活
動」の授業は、次のねらいになっている。「グロー
バルアートとしての鯉のぼり活動は、どのように実
施され、どのような意味があるのかを理解する」。
授業展開は次のようになっている。導入では、福島
大学東日本大震災後の復興支援プロジェクトとし
て、福島大学芸術による地域創造研究所が核として
活動をしている「Koi 鯉アートのぼり」プロジェク
トのポスターを提示する。そして、ポスターに掲載
されている鯉のぼりの写真をてがかりに「どこの国
から送られてきた鯉のぼりなのか」を調べさせ、本
時の学習課題を設定する。
展開では、このプロジェクトに関する資料をてが
かりに「Koi 鯉アートのぼり」の趣旨を理解する。
プロジェクト活動の趣旨は、次のように記載されて
いる｡7)
東日本大震災後、福島大学 芸術による地域創造研究
所では幼児、小学生にたいするアート支援プログラムと
して、「鯉のぼり」を復興のシンボルになぞらえ、震災後
の支援活動を実践してきた。
鯉は里の魚である。里は「田（農地）」の神を「土（杜）」
で祭る意味がある。急流の滝を登りきる鯉は、登竜門を
くぐり、天まで昇って龍になる「登竜門」（古代中国の故
事）を元に、江戸中期には、庶民が絵幟の「鯉の滝昇り」
から吹流しの「鯉幟」を開発した。福島では今も端午節
句に伝統的な肉筆（手描）の「幟旗」を飾る伝統があり、
福島県指定の伝統的工芸品となっている。
「鯉のぼり」は、江戸初期から描かれてきた最も古い図
柄の一つであり、子どもたちの立身出世、成功祈願の意
味が込められている。鯉が龍となるように、明日に向かっ
て登るエネルギーを、子どもたちと一緒に育くんでいく
象徴的な意味合いも持つ。
震災後、福島では今も放射線の心配から、子どもたち
が外に出ることが難しい状況でもある。福島の街は「が
んばろう！日本」と大量に印刷された旗が飾られている。
本企画を通して、子どもたちの内なる思いを発露させる
と同時に、福島の子どもたちと互いに関わりをつくる活
動を行っていきたい。福島住民にとって余震や放射能と
いう「目に見えないもの」の影響力、不安な気持ちを、
美術という「目に見えるもの」の力によって勇気づけ、
支援していきたい。
このような趣旨を踏まえて、作品としての鯉のぼ
りの中で、どこの国から送付されてきたのかを調べ
る。具体的には、デンマーク、ポーランド、フラン
ス、カナダ、ドイツ、イギリス、アメリカ、ペルー、
メキシコ、フィンランド、バングラディシュ、スイ
ス、中国、台湾などの国々を確認する。さらに、そ
れぞれの国々から送付されてきた鯉のぼりのデザイ
ン、色、メッセージなどを比較し、相違性と類似性
について意見交換を行う。このような活動を通し
て、日本の鯉のぼりの活動が世界の子どもたちとの
連携でなされていることを理解する。さらに、これ
れの作品がどのように活用されているのかを調べ
る。具体的に、これらの作品が展示されたところを
指摘すると、福島県立美術館、福島市の市街地、福
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7）http://wa‒art.com/koi/ Koi 鯉アートのぼりプロジェクト
島県立博物館、郡山市立美術館、いわき市立美術館、
福島文化センター大ホール、福島空港など福島県内
の各地で展示されていることを理解し、各地域での
文化活動として意味を有することを確認する。さら
に、東京芸術大学、沖縄ぶんかテンブス、会津大学
などの県外、また、デンマークやフランスの海外に
おいても展示会が開催されていることからこの活動
が国内外に広がりを有していることも理解する。ま
とめでは、今年の月	日と日に東北の復興を祈
念して平成23年度から東北県が順番に開催してい
る「六魂祭」の開催地である福島市内の主な通りや
建物などにも展示された様子を理解する。
「第時 グローバル文化シンボルとしての鯉の
ぼり活動」の授業は次のねらいになっている。
「・グローバル文化シンボルとしての鯉のぼり活動
は、どのように実施され、どのような意味があるの
かを理解する。・自分たちの学級においてもグロー
バル文化シンボルとしての活動を企画する」。授業
展開は、次のようになっている。導入では、「関学
キャンパスから舞い揚げよう空の翼！鯉のぼり―東
北と世界へ羽ばたけ私たちの願い―」のポスターを
提示し、「関学キャンパスから舞い揚げよう空の
翼！鯉のぼり」活動を実施する意図についての理解
とこの活動に参加する学習課題を設定する。
展開では、この活動の意図を関連資料の活用に
よって子どもたちは調査活動を行う。そして、関学
での鯉のぼり活動が、東日本大震災をきっかけに開
始した福島大学「芸術による地域創造研究所」によ
る震災復興祈念の「Koi 鯉アートのぼり」プロジェ
クト活動とも連携が図られている。さらに、国内外
から寄贈された鯉のぼりも掲揚することになった。
海外からは、イギリス、カナダ、フランス、フィン
ランド、スイス、アメリカ、中国、台湾などの作品
があり、この活動がグローバルな人々の絆をますま
す強めている。このような鯉のぼり活動の動向を踏
まえて、次の意義を理解する。東日本大震災の復興
と共にグローバルな文化活動としての役割を担うよ
うになってきている。その意味では、この「鯉のぼ
り活動」が関西学院大学の「世界市民の形成」など
の理念にも共通するのである。このように「鯉のぼ
り」活動が日本の伝統文化に留まるだけでなく世界
の文化として発信・交流を図るシンボルになること
を理解する。
次に、関学におけるこれまでの鯉のぼり活動を調
べる。そして、2011年月11日の震災後、関西学院
教育学部学生有志によって「応援鯉のぼり」を作成
し、校舎間の通路に掲揚した。また、西宮聖和キャ
ンパスにおいて昨年	月日〜!日にて開催された
和文化教育第8回全国大会（大会テーマ 地域社会
の復興と創造をめざす和文化教育）にて「鯉のぼり」
を掲揚し、学生有志による震災応援セレモニーを実
施した。この大会をきっかけに2012年月下旬から

月上旬までの約	週間、教育学部	号館屋上に、
グルーベル院長・井上学長・芝田前学部長のメッ
セージ揮毫の「鯉のぼり」、フランスと中国からの
「応援鯉のぼり」、学部生有志による「応援鯉のぼり」
を掲揚し、被災地域の復興と世界の子どもたちの幸
福を祈念した。さらに、関西学院大学の歴史を顧み
れば、1961年に学院創設70周年を記念して実施され
た「ペルー・アンデス探検」の際に、関西学院聖歌
隊とその卒業生の会（唱歓会）が餞別として「鯉の
ぼり」を探検隊に渡した。その「鯉のぼり」は、ワ
スカラン登頂成功後ベースキャンプに掲揚され、チ
リのサンチャゴにある小学校に友好の印として寄贈
されたとのこと。
このような「鯉のぼり」活動を関西学院大学の教
育理念も視野にいれ、グローバルな文化活動として
推進するために、2013年度においては西宮聖和キャ
ンパスだけでなく、西宮上ヶ原キャンパスにおいて
も「鯉のぼり」活動（写真）を下記の要領で開催
した内容を調べる｡8)
	 事 業 名
関学キャンパスから舞い揚げよう空の翼！鯉のぼり
―東北と世界へ羽ばたけ私たちの願い―
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8）｢関学のキャンパスから舞い揚げよう空の翼！鯉のぼり」資料 （写真）
http://30.pro.tok2.com/〜wabunka/sonota.html 和文化教育学会
写真
 日 時 平成25年
月
日(日) 10：00〜11：30
※雨天の場合、鯉のぼり掲揚のみ
（10：00〜16：00）
 場 所 西宮上ヶ原キャンパス時計台前集合、
新月池付近でワークショップ
中央芝生両端の本ポールの利用
 事業主旨
これまで日本の伝統行事として子どもたちの成長を祈
念するために実施されてきた「鯉のぼり」活動を、東日
本大震災被災地域の復興と世界の子どもたちの幸福と世
界平和を志向するグローバル文化活動として意義づけ、
関西学院大学関係者、学会会員、一般参加者の願いをデ
ザイン化して掲揚する鯉のぼり活動を実施する。

 プログラム

月
日(日)
10：00−10：15 開 会 （時計台前）
・トランペット演奏
・世界の鯉のぼりの紹介
10：15−11：00 ―東北と世界へ羽ばたく鯉のぼり
づくり―（新月池付近）
・鯉のぼりづくりのワークショップ
・学院関係園児・児童・生徒・学生
有志の鯉のぼりづくり
・学会会員、一般参加者の鯉のぼり
づくり
・文化総部参加部有志の鯉のぼりづ
くり
・大学登録団体有志の鯉のぼりづく
り
11：00−11：30 ―鯉のぼりをあげ、東北と世界へ羽
ばたかせよう―（時計台前）
・アカペラグループによる合唱
・閉会
17：00 ポール掲揚鯉のぼり降納
このような企画案を参考に、学級にて開催するグ
ローバル文化シンボルとしての鯉のぼり活動を実施
するプログラムを企画する。まとめでは、学級での
企画をグローバル文化シンボルとして実施する。
 おわりに
本小論では、日本の伝統行事としての「鯉のぼり」
活動を教材として単元「日本の鯉のぼりから世界の
鯉のぼりへ」の単元計画を提示している。この単元
計画は、東日本大震災の社会的危機状況に対して、
これまで我が国の伝統行事として子どもたちの健や
かな成長を祈念して行われてきた「鯉のぼり」活動
が、社会的危機的状況に対して、人々の絆を強め、
地域社会の復興を図り、新たな地域文化の創造に奇
与すると共に国際的な文化交流と文化創造を図る意
義を再発見できる単元モデルとして意義がある。
今後の課題としては、この単元計画に基づいて国
内外にて授業実践をすることによって、本単元の効
果と課題を検討する必要がある。さらに、今後の
「伝統と文化」の教育としては「伝統と文化」の内
容を過去から現在に伝承されている文化価値を教え
るだけでなく、その文化価値を現在から未来を創造
する活力として学習できる授業実践を推進すること
が課題になる。
「日本の鯉のぼりから世界の鯉のぼりへ」の単元開発
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写真 関学キャンパスの鯉のぼり活動
